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重点的に推進 重点的に推進

区は住民に最も身近な基礎自治体として、区民の暮らしに根ざした
環境負荷軽減の取組を進め、地域環境と地球環境を守り育む責務が
ある。したがって「環境先進都市」を目指す荒川区にとって、本施
策の重要性は高い。

07-01

区施設への太陽光発電設
備導入kW
（累計）

施策No環境配慮活動の推進

施策の成果とする指標名
指標の推移

目標値
(28年度)

関連部課名 管理部経理課、防災都市づくり部道路課、教育委員会事務局教育施設課

エコ助成荒川区街なかメ
ガソーラー登録kW（累
積）

施策の分類
分類についての説明・意見等

24年度設定 25年度設定

今
後
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154

《今までの成果及び指標分析を踏まえて》

・再生可能エネルギーの拡大を図っていくため、街なかメガソーラー事業の着実な実行を図ってい
く。
・排出量調査システム導入により、取組状況の見える化を促進し、職員一人ひとりの意識の向上を
図りつつ、着実な進展を図る。
・若年層向け企画や多様な広報手段を活用し、様々な区民層に向け、環境事業を普及させていく。

―
「荒川区役所環境配慮率先
行動プラン」に基づく

①環境基本計画(H20.9策定):荒川区の施策を環境の視点から見直し、整理・体系化した総合計画
②環境配慮行動計画（H13.3策定・H20.12改定）:区民・事業者にとって取り組みやすく効果が分か
りやすい、身近で具体的な環境保全のための行動を示した計画
③環境配慮率先行動プラン（H11.3策定・H13.3改定・H20.12改定）:区役所のすべての組織・施
設・事業において、区役所が率先して地球環境への負荷を軽減させる取組を実行するための計画
④荒川区低炭素地域づくり計画（H22.10策定）：荒川区のあらゆる主体が協働し、地球温暖化対策
に取り組む仕組みを構築し、環境と経済が両立した持続可能な「低炭素社会」を実現するための計
画

・荒川区役所環境配慮率先行動プランに基づき、温室効果ガス等の削減に取り組んでいるが、震災
以降、再生可能エネルギーへの転換やエネルギーの多様化への対応は、喫緊の課題であり、より一
層取組を強化していく必要がある。
・環境課題への対応は、幅広い区民の取組みが不可欠であるが、区の実施事業への参加者が固定化
しがちである。

プラン改
定時に設
定

164
区役所温室効果ガス排出量

（百ｔ－CO2）

167
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環境先進都市[Ⅳ]

政策

分野

指標に関する説明24年度
(見込み)

22年度 23年度

地球環境を守るまちの実現[07]

　かけがえのない「ふるさと・荒川区」と地球を守るため、区民・事業者・区が環境区民として、
それぞれの役割に応じて環境負荷を減らす取組を進めるとともに、三者の協働により環境配慮活動
を推進し、「環境先進都市あらかわ」の実現を目指す。

21年度

施策名

行政評価
事業体系

環境清掃部環境課
山本 481

部課名
内線課長名
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重点的
に推進

　低炭素型の地域社会の構築を
目指して、区民・事業者・区
（行政）が協働して取り組んで
いくことができる低炭素地域づ
くり・再生可能エネルギーの導
入を進めていく必要がある。

太陽光発電設備導入推進 05-01-15 ― ―
重点的
に推進

26,738 21,864
重点的
に推進

重点的
に推進

90,937 102,013

(461,057)(299,847)

05-01-13

環境区民大賞運営事業 05-01-06

合　計

大規模整備（小学校）
（再掲）

11-02-06

環境配慮型街路灯（LED
灯）整備費

09-02-23

環境推進

学校での環境学習推進 05-01-04

継続

25年度
設　定

施策推進のた
めの分類

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
決算額（千円）

6,109

あらかわエコセンター管
理運営費

地球温暖化・ヒートアイ
ランド対策率先事業

05-01-14

05-01-07 24,856

8,081

12,619

―

低炭素地域づくりの推進

庁舎等資源再利用推進事
業

239

分類についての説明・意見等

現状の規模で実施する。

環境審議会 05-01-01

7,194

02-01-08 5,101

22年度

05-01-03

事務事業
No

継続5,436

24年度
設　定

23年度

13,860

18,331

推進

7,434

重点的
に推進

5,923

重点的
に推進

259

28,906 推進

推進

　一人ひとりの日常生活の中か
ら環境問題を考えることで、環
境保全意識を高めることが大切
である。

重点的
に推進

推進

　地球温暖化対策は、全地球的
課題であるほか、ヒートアイラ
ンド対策は、都市部において喫
緊に対応すべき課題である。

　学校での環境学習予算は教育
委員会で要求することとする。

　区民・事業者・区（行政）及
び団体が相互に協力し合い、清
潔で美しい荒川区をつくる取組
みは重要である。

　区民・事業者・区（行政）が
協働して環境政策を推進するた
めの拠点となる重要な施設であ
る。

重点的
に推進

推進

改善・
見直し

推進

推進

0 継続 継続

　良好な学習環境の整備のため
には、学校の大規模改修は必要
である。

推進 推進

　電気使用量及び温室効果ガス
排出量（CO2）を削減する効果
がある為、本事業を積極的に推
進していく意義は高い。

　現状の規模で実施する。

　低炭素型の地域社会の構築を
目指して、区民・事業者・区
（行政）が協働して取り組んで
いくことができる低炭素地域づ
くり計画を推進する必要があ
る。


